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子どもを虐待から守る５か条

保護者（親または親に変わる養育者）によって子どもに
加えられた行為で、下記の4つに分類されます。

（養育の放棄または怠慢）

「
守
る
の
は　
気
づ
い
た
あ
な
た
の　
そ
の
勇
気
」

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
〜

子
ど
も
の
虐
待
の
相
談
状
況

子
ど
も
の
虐
待
は
重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心

や
体
を
傷
つ
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

虐
待
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
す
。保
護
者
は
「
し
つ

け
」
の
つ
も
り
で
も
、
そ
れ
が
子
ど

も
に
と
っ
て
著
し
く
苦
痛
で
あ
る

場
合
は「
虐
待
」に
あ
た
り
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
、「
地
域
の

子
ど
も
を
守
る
」
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

沖
縄
県
の
児
童
相
談
所
が
対
応
し

た
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
平
成
22

年
度
は
4
2
0
件
で
す
。

　

浦
添
市
で
は
、
家
庭
児
童
相
談
室

が
相
談
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

22
年
度
の
相
談
件
数
は
66
件
で
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
や
子
ど
も
に
関
わ

る
機
関
へ
の
市
民
の
方
の
関
心
の
高

ま
り
な
ど
が
、
相
談
件
数
に
表
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
心
身

の
健
康
的
な
成
長
を
妨
げ
ら
れ
た

り
、
人
と
の
関
係
に
困
難
を
抱
え
た

り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
が
子
ど
も
の
た
め
と
思

い
、「
し
つ
け
」と
い
う
理
由
で
行
っ

て
い
る
行
為
で
も
、
子
ど
も
に
著
し

い
苦
痛
を
与
え
た
り
子
ど
も
の
成
長

に
悪
影
響
を
与
え
る
場
合
は
虐
待
に

あ
た
り
ま
す
。

　

し
つ
け
は
子
ど
も
の
視
点
、
立
場

で
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ

と
で
す
。

な
ぜ
虐
待
は
起
き
る
の
？

　

虐
待
は
、
子
育
て
の
不
安
や
家
庭
の

経
済
的
理
由
、
夫
婦
関
係
の
問
題
な

ど
、
家
族
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。特
別
な
家
庭
だ
け
に
起

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子ども虐待虐待の種類

身体的虐待
ネグレクト

性的虐待心理的虐待

・打撲傷やあざ（内出血）、タバコなどによる　
やけどなどのケガを負わせる。

・子どもを無視したり、拒否的な態度を示す。

・性器や性交を見せる。
・ポルノグラフィーの被写体にする。　など

・適切な衣食住の世話をせずに放置する。
・病気なのに医師に診せない。
・乳幼児を家に残したまま、度々外出する。
・家に閉じ込める（学校等に登校させない）。

・言葉による脅かし、脅迫　など

　オレンジリボンには「子どもの虐待を防止
する」という意味が込められています。
　オレンジリボンを見かけたら、子どもへの
虐待防止を思い出してください。

１. 「おかしい」と感じたら迷わず連絡 （通告）
２. 「しつけのつもり…」は言い訳 （子どもの立場で判断）
３. ひとりで抱え込まない （あなたにできることから即実行）。
４. 親の立場より子どもの立場 （子どもの命が優先）
５. 虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではない）。

１.私たちは、子どものいのちと心を守ります。
２.私たちは、家族の子育てを支援します。
３.私たちは、里親と施設の子育てを支援します。
４.私たちは、地域の連携を拡げます。

私たちは、
子ども虐待のない社会を目指します。

み
ん
な
の
力
で

子
ど
も
の
虐
待
を
防
ご
う

不
安
な
と
き
、ま
ず
相
談
を

浦
添
市
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会

　

虐
待
の
多
く
は
、
家
庭
と
い
う

密
室
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
周
り
の
人
が
目
に
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
は
周
囲
に
自
分
か
ら
助
け
を

求
め
に
く
い
た
め
、
虐
待
が
潜
在

化
し
や
す
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
虐
待
が
起
こ
っ
て
い

る
と
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
子
ど

も
や
保
護
者
が
発
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
か
ら
子
ど
も
達
を
守
る
た

め
に
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
の
気
付
き
が
大
切
で
す
。身
体

に
不
自
然
な
傷
が
あ
る
、
い
つ
も

同
じ
服
を
着
て
い
る
、
家
に
帰
り

た
が
ら
な
い
な
ど
、
子
ど
も
の
様

子
か
ら
虐
待
が
疑
わ
れ
た
と
き
、

近
所
の
家
庭
の
様
子
が
お
か
し
い

な
と
思
っ
た
と
き
な
ど
、
た
め
ら

わ
ず
に
相
談
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
か
ら

の
連
絡
が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
、
困
っ
て
い
る
家
庭
へ
の
支
援

の
第
一
歩
で
す
。

浦
添
市
児
童
家
庭
課

◎
緊
急
の
場
合（
24
時
間
対
応
）

☎
8
7
6

1
2
3
4

（
内
線
7
3
1
3
）

【
相
談
窓
口
】

浦
添
市
児
童
家
庭
課
相
談
室

☎
8
7
6

1
2
3
4

（
内
線
7
3
1
3
）

浦
添
市
家
庭
児
童
相
談
室

☎
8
7
4

6
0
7
3

浦
添
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
8
7
5

2
1
0
0

沖
縄
県
中
央
保
健
所

☎
8
5
4

1
0
0
8

沖
縄
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
8
8
6

2
9
0
0

子
ど
も
青
少
年
課

☎
8
7
6

7
8
3
0

浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
8
7
7

8
2
2
6

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

☎
8
7
7

8
2
7
8

浦
添
警
察
署

☎
8
7
5

0
1
1
0

法
務
局
沖
縄
支
局

☎
9
3
7

3
2
7
8

浦
添
市
女
性
相
談
室

☎
8
7
4

0
8
7
4

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
所
・
児
童
セ
ン
タ
ー

（
て
ぃ
ん
さ
ぐ
の
家
）

☎
8
7
0

お
近
く
の
保
育
所
・
セ
ン
タ
ー
へ

0
8
7
4

沖
縄
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
8
8
6

2
9
0
0

浦
添
市
警
察
署

☎
8
7
5

0
1
1
0

浦
添
市
家
庭
児
童
相
談
室

☎
8
7
4

6
0
7
3

「
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
、出
産
、子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
不
安
や
悩

み
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
子
ど
も
の

暮
ら
し
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
、
相
談
に
の
っ
て
手
助
け

を
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
、
あ
な

た
の
周
り
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
信
頼
で

き
る
人
や
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・首をしめる、殴る、蹴るなどの暴力　など

・乳幼児を車中に放置する。　など

・子どもの目の前で行われる配偶者やその　
ほかの家族に対する暴力

・子どもへの性交、性的暴力、性行為の強要

（3）広報うらそえ　2011年11月1日 2011年11月1日　広報うらそえ（2）


